
様式9(添付1-3)

令和2年度帰国・外国人児童生徒等教育の推進支援事業

(1 帰国・外国人児童生徒等に対するきめ細かな支援事業)

事業内容報告書の概要

令和2年度に実施した取組の内容及び成果と課題

1.事業の実施体御K運営協議会・連絡協議会の構成員等)

r

<広島市帰国・外国人児童生徒教育支援事業>

日本語学習教室設樋校

広島市教育委員会

*日本語指導協力者

日本語指導の実施

(学習教室担当教諭)

教育委員会に翁いて、次のいずれかに該当する者を指導協力者として登録する。
ア学校教育法に基づく大学若しくは短期大学又は専修学校で、日本語教育に関する専門課程を

修了した者

イ日本語教育能力検定試験に合格した者

ウ日本語教師養成講座420時間を受講した者
工学校などにおいて日本語指導の経験がある者

〔

2.具体の取組内容※取り組んだ実施事項(D~(10)について、それぞれ記入すること
(2)日本謡有導コーディネーター焔画置する「拠点関を中心tした日本謡鱒繕制杉)^

日本謡禄勤)拠点欄晒瞳した1名の日本需肆尊コーディネーターが、日本言討卸尊備,攸)桜龍こ関して主ど

して次のことを偸、、揖尊プ熔、剃珂等力^て階及を行った

①日本謡禄尊コーディネーターの荏響佼における日オ靖詳習揖尊

②日本語^櫃校へd)定^占

③薪凱斗古じて、日本謡^泌勇よ児童封劫粕籍tる学梗＼の巡^占

④「棚如教育.傭呈.11こ.しる日鵡割^勳伍

キ旦当者会議勾で「暢如教育.県倒や支捌輔りについて幌朧

(6)日本訓^協^派宣

・日本寺^§必勇よ児童生1週こ対し、日本キ^協力^新弓^る。

・ 1國)派豊こつきJ」学佼1.5H靜削、中学魔H寺r叔)指導を実鬼

・ j見^'徒1名につき、1201亘雁鬪一億壹する。

(10)1C陀活用した教育・^

・日本言割茸^拠点使~タブレットフ台都勘凱、日本耆割^こ活用した

a2)成果の普及

日オ靖詠『尊コーディネーターを酉a登武る「拠点欄を中心辺した日本弓割卸尊儁蛇構築するとともに成果の普

及を図った

その他の小・中学校

登録

日本語指導の実施

網本語指導協力者)

日本語指導協力者(*)

派
遣申

請



3.成果と課題※取り組んだ実施事項(1)~(10)について、それぞれ記入すること

(2)拠点校の設置等による指導体制のモデル化

日本語指導コーディネーターが、日本語学習教室設置校への定期訪問や、日本語指導が必要な児

童生徒が在籍する学校の要請に応じた巡回訪問を行うととで、各校の受入体制及び指導体制の整備・
充実を図ることができた。

(4)「特別の教育課程」による日本語指導の実施

・特別の教育課程の実施に向けて日本語学習教室設置校を訪問指導し、個別の指導計画に基づく指

導について実地指導を行ったことで、拠点校を中心に特別の教育課程の整備を段階的に進めていくこ

とができた。

・拠点校が個別の指導計画のモデルを示すととで、各校が具体的にイメージすることができ、各校にお

いて個別の指導計画の作成が概ねできた。

(,

(6)日本語指導棚力者の派遣

・日本語指導協力者による日本語指導を主とした指導支援を行ったことで、学校生活へのスムーズな

適応や、授業へ意欲的に参加する児童の姿が見られた。今後も、充実した指導が可能となる予算の確

保が必要である。

(1のICTを活用した教育・支援

・動画や写真を提示や学習アプリを活用することで効果的に日本語指導を行うととができた。

・多言語翻訳アプリにより、児童と細かなコミュニケーションをとるととができた。

a2)成果の普及

・日本語指導コーディネーターの定期訪問により、指導の実際を把握したり、日本語指導担当者との協

議の場を設定し、情報を共有したりすることができた'

拠点校の研究会に船いて、日本語指導の実際を多くの関係者に参観してもらうことができた。また、

日本語教育の分野の専門家の指導助言を仰ぐことができ、今後の日本語指導について改めて考える

機会をもつことができた。

(

日本語指導が必要な児童生徒

のうち、特別の教育課程で指導

を受けた児童生徒の割合

うち、個別の指導計画の指導目

標が達成できた児童生徒の割合

4.その他(今後の取組予定等)

②拠点挾D設置割こよる揖尊俸制1刀モデル化

・日本譜旨^ーディネーターに対L、初剖麹^や1断1めキ肆矯→回筒獄こ係る助言等D希識ミ勅叶卿句で

ある。今後、伺姑じた適ずよ揖酷行っ口く上で、日オ端討卸浮コーディネーターの新電宣方^貞校刀役郵に
ついて整瑠ノてしく北要がある。

小学校

④「儁物教靜ミ膿.11こ'kる日本ぢ酎^舞包

・日本言諄習教對幽者刈象に暢1め教育'隅曜の劾桓に係る研虜鈍開崔する。

(6)日本謡騨協力者の派貨

児彰ヒ使刀男L凱U古じた言植伯サよ揖勵ミてきるよう揖尊協力者研卸)充実を図る。

日司謂奇卸尊U)軒"幽)鳳、人材確黒こ努める。

(10)1CTを活用した教育・測爰

聞%
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鍵%

45%

高等学校

%

%

中等教育

学校

%

%

特別支援

学校

%

%

%

%



・他>日ネ冒吾学習教室にもタブレットRコを11慎ひ画^て、<。

a2)五稔果の普及

揖勤)舞祭を参観ノ、その揖瓢勾容こついて懐議することができるような研多会を殺定ずる。

※枠は適宜広げること。(複数ページになっても差し支えない)成果物等があれば別途提出すること。

C

〔


